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あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

昨
年
の
参
議
院
選
挙
は
、
自
公
の
惨
敗

を
と
な
り
、
今
年
は
衆
議
院
解
散
含
み
の

総
選
挙
の
年
と
い
わ
れ
、
激
動
の
夜
明
け

と
な
り
そ
う
で
す
。
大
企
業
の
莫
大
な
利

益
を
上
げ
る
一
方
、
労
働
者
の
賃
金
は1

0

年
も
下
が
り
続
け
、
と
り
わ
け
非
正
規
労

働
者
は
、
１
０
２
３
万
人
が
年
収
２
０
０

万
円
以
下
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
と
な
り
、

「
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
難
民
」
等
と
い
わ
れ
、

「
貧
困
」
問
題
は
社
会
的
な
問
題
と
し
て

大
き
な
波
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

憲
法
25
条
を
輝
く
も
の
と
す
る
た
め
に

広
汎
な
運
動
こ
そ
求
め
ら
れ
る
年
で
あ
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
前
回
は
日
本
経
団
連
と
経
済
同

友
会
の
社
会
保
障
プ
ラ
ン
を
発
表
し
、
経

済
団
体
の
社
会
保
障
制
度
に
対
す
る
政
策

や
方
向
性
を
追
究
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

こ
れ
を
受
け
て
労
働
団
体
の
社
会
保
障
プ

ラ
ン
を
研
究
課
題
と
し
て
取
上
げ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
比
較
研
究
す
る
こ
と
は
、
こ
れ

か
ら
の
労
働
運
動
の
資
料
に
役
立
つ
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
労
働
運
動
に
お
け
る

社
会
保
障
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
重
要
視

さ
れ
て
い
な
い
点
も
あ
り
こ
れ
を
契
機
に

労
働
者
、
労
働
組
合
の
皆
さ
ん
が
関
心
を

寄
せ
て
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
保
障
の
た
た

か
い
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
労
働
団
体
の
社
会

保
障
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
日
本
労
働
組
合

総
連
合
（
連
合
）
を
取
上
げ
発
表
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

１
．
連
合
「
21
世
紀
社
会
保
障
ビ
ジ
ョ
ン
」

中
澤
主
任
研
究
員
は
、
02
年
に
発
表
さ

れ
た
「
21
世
紀
社
会
保
障
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
報

告
し
て
い
ま
す
。

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
３
つ
の
基
軸

が
あ
り
、
第
１
の
基
軸
は
、
社
会
経
済
シ

ス
テ
ム
と
行
動
様
式

を
産
業
優
先
か
ら
福

祉
・
社
会
保
障
重
視

へ
転
換
す
る
こ
と
で

あ
る
。
第
２
の
基
軸
は
、
シ
ス
テ
ム
を

「
弱
者
」
救
済
か
ら
、
す
べ
て
の
人
を
対

象
と
し
た
安
心
を
保
障
す
る
普
遍
的
な
も

の
転
換
す
る
。
第
３
の
基
軸
は
、
社
会
保

障
の
能
動
的
な
役
割
を
ふ
ま
え
て
、
将
来

を
展
望
す
る
こ
と
、
で
あ
る
と
述
べ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
社
会
保
障
の
果
た
す
べ

き
役
割
と
し
て
、
第
１
の
柱
は
、
あ
ら
ゆ

る
人
に
く
ら
し
の
「
安
心
」
を
保
障
す
る
。

第
２
の
柱
は
、
働
く
こ
と
の
意
義
と
価
値

を
尊
重
し
あ
う
社
会
づ
く
り
。
第
３
の
柱

は
、
子
供
を
安
心
し
て
生
み
育
て
ら
れ
、

子
ど
も
が
健
や
か
に
の
び
や
か
に
育
つ
社

会
、
を
目
指
す
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

そ
の
具
体
的
な
方
向
と
し
て
、
め
ざ
す

社
会
へ
の
戦
略
を
次
の
５
つ
を
上
げ
て
い

ま
す
。
第
１
の
戦
略
は
、
生
活
時
間
を
変

え
る
。
第
２
の
戦
略
は
、
生
活
空
間
を
変

え
る
（
自
己
決
定
の
た
め
に
）
。
第
３
の

戦
略
は
、
土
地
を
公
共
的
な
財
産
と
し
利

権
か
ら
解
放
す
る
。
第
４
の
戦
略
は
、

「
競
争
至
上
主
義
」
か
ら
決
別
す
る
（
ゆ

と
り
）
、
（
均
衡
社
会
）
。
第
５
の
戦
略

は
、
「
男
中
心
」
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
脱
却

す
る
。
と
し
て
い
ま
す
。

再
構
築
の
た
め
の
基
本
理
念
は
、
①
普

遍
主
義
＝
特
定
の
「
弱
者
」
に
対
す
る
選

別
的
給
付
シ
ス
テ
ム
か
ら
、
す
べ
て
の
住

民
を
対
象
と
す
る
シ
ス
テ
ム
へ
移
行
す
る

こ
と
。
②
措
置
制
度
か
ら
脱
却
＝
受
給
者

本
人
の
「
必
要
」
と
「
選
択
」
の
権
利
を

基
礎
と
し
た
給
付
の
あ
り
方
へ
移
行
す
る

こ
と
。
③
参
加
と
責
任
＝
受
給
者
と
負
担

者
が
制
度
の
運
営
主
体
と
し
て
参
加
し
、

合
意
を
形
成
し
、
責
任
を
分
か
ち
合
う
こ

と
で
す
。
こ
の
中
で
の
社
会
保
障
の
運
営

主
体
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
と
、
運
営
を

政
府
か
ら
分
離
し
、
社
会
保
障
関
係
諸
制

度
の
統
合
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
独
立
し

た
第3

者
機
関
（
仮
称
「
社
会
保
障
基
金
」
）

に
移
す
こ
と
。
さ
ら
に
、
管
理
運
営
に
は

労
使
を
は
じ
め
関
係
者
代
表
が
民
主
的
に

参
加
し
協
力
す
る
こ
と
。
④
社
会
連
帯
＝

受
給
者
と
負
担
者
は
そ
の
時
々
で
入
れ
替

わ
る
。
そ
の
関
係
を
社
会
全
体
で
認
め
合

い
支
え
あ
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
人
口
変

動
と
社
会
保
障
の
関
連
で
み
ま
す
と
、
社

会
保
障
の
負
担
だ
け
を
切
り
離
し
て
世
代

間
の
負
担
を
比
較
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

後
続
世
代
は
、
先
行
世
代
よ
り
軽
く
な
る

負
担
も
あ
る
し
、
先
行
世
代
が
受
け
取
れ

な
か
っ
た
給
付
を
受
け
る
面
も
あ
る
。
現

役
の
相
対
人
数
が
減
少
し
て
も
生
産
性
の

上
昇
が
伴
え
ば
制
度
は
持
続
可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
女
性
や
高
齢
者
の
就
業
機
会
を
拡

大
す
る
こ
と
は
、
社
会
保
障
の
基
盤
安
定

に
寄
与
す
る
こ
と
に
も
な
る
。

２
．
個
別
制
度

そ
れ
で
は
こ
こ
の
制
度
に
つ
い
て
述
べ

て
い
き
ま
す
。

年
金
制
度
…
基
礎
年
金
は
、
税
方
式
と

し
、
財
源
は
２
分
の
１
を
一
般
財
源
で
、

３
分
の
１
は
目
的
間
接
税
（
税
率
３
％
）
、

６
分
の
１
は
事
業
主
負
担
と
し
、
支
給
額

は
月
額
７
万
円
と
す
る
。
２
階
部
分
は
報

酬
比
例
と
す
る
。

医
療
保
険
…
①
被
用
者
保
険
と
地
域
保

険
の
２
本
建
て
を
前
提
と
し
、
窓
口
負
担

は
本
人
、
家
族
と
も
に
２
割
負
担
。
高
齢

者
医
療
は
「
突
き
抜
け
方
式
」
○
注
、
70

歳
以
上
の
本
人
負
担
は
１
割
と
し
、
公
費

負
担
は
５
割
と
す
る
。

○
注
「
突
き
抜
け
方
式
」
…
大
企
業
の
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
が
加
入
す
る
健
康
保
険

組
合(
健
保
組
合)

は
、
こ
の
ま
ま
だ
と
赤

字
組
合
や
解
散
せ
ざ
る
を
得
な
い
組
合
が

増
え
る
と
し
て
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
Ｏ
Ｂ
は

現
役
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
面
倒
を
見
る
「
突

き
抜
け
方
式
」
と
い
う
改
革
案
を
示
し
た
。

②
医
療
費
の
無
駄
や
非
効
率
性
を
排
除
し
、

若
い
人
に
対
す
る
高
齢
者
１
人
当
た
り
の

医
療
費
を
欧
米
並
み
の
３
倍
程
度
ま
で
改

善
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
制
度
改
革
を

行
う
（
ち
な
み
に
、
03
年
度
の
１
人
当
た

り
の
医
療
費
は
、
65
歳
未
満
は
１
５
７
，

５
０
０
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
65
歳
以
上

は
６
５
３
，
０
０
０
円
）
。
③
高
齢
者
医

療
制
度
に
つ
い
て
は
、
対
象
は
被
保
険
者

期
間
が
通
算
で
25
年
以
上
の
本
人
及
び
扶

養
家
族
と
し
、
給
付
は
家
族
を
含
め
８
割
、

70
歳
以
上
は
９
割
に
す
る
。
保
険
料
は
、

全
体
の
保
険
料
率
を
適
用
し
、
本
人
が
２

分
の
１
、
残
り
は
健
保
全
体
で
負
担
す
る
。

70
歳
以
上
の
医
療
給
付
費
の5

割
は
公
費
負

担
と
し
、
国
保
と
被
用
者
保
険
集
団
の
高

齢
者
比
率
で
按
分
と
し
、
運
営
は
保
険
者

と
労
使
で
構
成
す
る
第
３
者
機
関
を
中
央

と
各
都
道
府
県
に
設
置
す
る
。

介
護
保
険
…
①
現
行
の
社
会
保
険
方
式

を
維
持
し
、
被
保
険
者
を
20
歳
以
上
に
拡

大
す
る
。
給
付
対
象
は
全
年
齢
、
全
事
由

と
す
る
。
②
保
険
料
は
、
高
齢
者
も
含
め

所
得
比
例
の
定
率
と
す
る
。
そ
の
際
、
国

保
加
入
者
や
年
金
受
給
者
は
半
額
公
費
負

担
と
す
る
。
③
障
害
者
福
祉
は
介
護
保
険

制
度
に
統
合
す
る
。

雇
用
保
険
…
①
一
定
以
上
の
長
期
失
業

者
に
対
し
て
社
会
保
険
料
を
免
除
し
、
国

で
負
担
す
る
。
②
再
就
職
に
向
け
た
多
様

な
教
育
訓
練
の
機
会
を
整
備
す
る
。
③
パ
ー

ト
・
派
遣
労
働
者
の
雇
用
保
険
加
入
は
、

本
人
の
意
思
に
よ
り
適
用
可
能
と
す
る
。

生
活
保
護
制
度
…
①
ス
テ
ィ
グ
マ
感
（
肩

身
の
狭
い
）
を
な
く
し
、
国
民
が
安
心
し

て
利
用
で
き
る
制
度
に
改
善
す
る
。
②
不

服
申
し
立
て
の
出
来
る
第3

者
機
関
の
設
置
。

③
「
医
療
券
」
制
度
の
廃
止
。

児
童
手
当
…
１
人
当
た
り
月
額
１
万
円

に
引
き
上
げ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
連
合
」
の
６
つ
の
個
別

制
度
の
概
略
を
報
告
さ
れ
、
具
体
化
に
向

け
改
革
の
方
向
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

提
起
し
て
い
ま
す
。

改
革
の
方
向
性
は
、
５
つ
の
視
点
で
捉

え
る
こ
と
で
す
。
ま
ず
第
１
点
は
、
全
て

の
働
く
人
に
社
会
保
険
が
適
用
さ
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
。
こ
れ
は
社
会
保
険
負
担

を
回
避
す
る
一
部
使
用
者
の
動
き
も
あ
り
、

制
度
自
体
が
多
様
な
働
き
方
に
対
応
し
て

い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
第
２
点
は
、
必
要

な
人
に
必
要
な
給
付
を
確
保
す
る
観
点
か

ら
具
体
的
な
制
度
設
計
を
考
え
る
こ
と
。

「
世
帯
単
位
」
か
ら
「
個
人
単
位
」
へ
の

再
構
築
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
第
３
点

は
、
高
齢
者
負
担
に
つ
い
て
は
、
所
得
・

資
産
格
差
の
実
態
を
考
慮
し
な
が
ら
検
討

す
べ
き
で
あ
る
。
第
４
点
は
、
サ
ー
ビ
ス

の
量
の
拡
大
と
と
も
に
質
の
向
上
が
必
要

で
あ
る
。
第
５
点
は
、
全
て
の
人
々
に
就

業
機
会
を
保
障
す
る
社
会
で
あ
っ
て
こ
そ
、

社
会
保
障
も
持
続
可
能
な
も
の
と
な
る
。

３
．
社
会
保
障
と
労
働
運
動

「
社
会
保
障
は
「
助
け
合
い
」
の
シ
ス

テ
ム
で
あ
り
、
そ
の
基
本
は
「
社
会
連
帯
」

で
あ
る
。
ま
さ
に
「
助
け
合
い
」
こ
そ
労

働
組
合
の
原
点
で
あ
り
、
「
連
帯
」
こ
そ

労
働
組
合
の
力
で
あ
る
。
こ
の
「
社
会
保

障
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
実
現
す
る
上
で
も
、
労

働
組
合
は
中
心
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
を

求
め
ら
れ
る
」
と
「
連
合
」
は
こ
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
労
働

組
合
の
果
た
す
べ
き
課
題
を4

点
に
絞
っ
て

次
の
よ
う
に
提
起
し
て
い
ま
す
。

「
労
働
組
合
の
果
た
す
べ
き
課
題
」

①
社
会
保
障
費
の
使
途
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

こ
と
、
②
非
典
型
労
働
者
に
対
す
る
社
会

保
険
完
全
適
用
を
進
め
る
こ
と
、
③
「
公

助
」
と
「
自
助
」
の
間
に
あ
る
「
共
助
」

の
領
域
を
拡
大
し
て
い
く
、
④
市
民
や
NPO

組
織
と
連
携
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

づ
く
り
を
推
進
す
る
。

以
上
、
中
澤
主
任
研
究
員
は
「
連
合
」

の
社
会
保
障
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
の
発
表
を

終
え
ま
し
た
。
討
論
は
、
「
連
合
」
の
み

で
は
、
経
済
団
体
と
の
比
較
は
で
き
て
も

全
労
連
と
の
比
較
検
討
も
で
き
な
い
た
め
、

次
回
に
お
い
て
全
労
連
の
社
会
保
障
プ
ラ

ン
の
発
表
で
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

労
働
団
体
の
社
会
保
障
プ
ラ
ン

報
告
者
：
中
澤
秀
一
主
任
研
究
員

06年10月27日

(金）
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昨
年
の
10
月
の
研
究
会
以
降
、
11
月
は
秋

の
労
働
問
題
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
12
月
に
は
、

県
評
、
安
健
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
で
「
労
働

契
約
法
、
労
働
時
間
法
制
に
関
わ
る
論
点
」

平
井
哲
史
氏
（
東
京
法
律
事
務
所
…
所
報
NO
.

15
掲
載
）
の
講
演
を
開
催
し
、
07
年
春
闘
へ

の
取
組
み
に
弾
み
を
つ
け
た
。

研
究
会
は
、
こ
の
間
２
ヶ
月
延
期
さ
れ
前

回
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
経
済
団
体
と
「
連
合
」

の
社
会
保
障
プ
ラ
ン
の
方
向
を
再
認
識
し
、

全
労
連
の
社
会
保
障
プ
ラ
ン
を
中
澤
主
任
研

究
員
に
引
き
続
き
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。全

労
連
の
社
会
保
障
プ
ラ
ン

１
．
小
泉
「
社
会
保
障
構
造
改
革
」

に
対
す
る
全
労
連
の
見
解

中
澤
主
任
研
究
員
は
、
初
め
に
小
泉
「
社
会

保
障
構
造
改
革
」
に
対
す
る
日
本
経
団
連
を
中

心
と
す
る
財
界
の
主
張
・
要
求
を
ベ
ー
ス
に
し

た
提
案
が
な
さ
れ
、
ほ
ぼ
そ
の
提
案
通
り
に

「
見
直
し
」
が
決
定
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
、
労

働
者
・
国
民
の
代
表
が
１
人
も
い
な
い
場
で
社

会
保
障
の
あ
り
方
や
方
向
性
が
議
論
さ
れ
、
決

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
問
題
を
投
げ
か
け
て
い

ま
す
。

日
本
経
団
連
の
「
社
会
保
障
の
一
体
的
改
革

に
向
け
て
」
（
04
年
）
で
は
、
社
会
保
障
制
度

と
は
、
「
自
助
努
力
で
は
賄
い
き
れ
な
い
生
活

上
の
リ
ス
ク
を
互
い
に
分
担
す
る
仕
組
み
」
で

あ
る
と
明
言
し
、
つ
ま
り
、
「
自
立
・
自
助
」

を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
「
経
済
財
政
諮
問
会

議
」
の
メ
ン
バ
ー
は
、
小
泉
首
相
と
財
界
（
奥

田
日
本
経
団
連
会
長
は
交
代
し
、
現
在
は
御
手

洗
日
本
経
団
連
会
長
や
丹
羽
伊
藤
忠
商
事
会
長

な
ど
）
、
御
用
学
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
社
会
保
障
の
「
見
直
し
」
自

体
に
は
重
要
な
意
義
が
あ
る
と
し
て
い
る
も
の

の
、
問
題
は
民
主
的
に
労
働
者
や
国
民
の
願
い

と
要
求
を
反
映
し
て
い
る
か
否
か
で
あ
る
と
述

べ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
全
労
連
で
は
、
「
競
争
が
奨
励
さ

れ
、
社
会
的
格
差
・
不
平

等
が
拡
大
し
、
平
然
と

『
勝
ち
組
・
負
け
組
』
が

言
わ
れ
る
よ
う
な
社
会
は

異
常
で
あ
り
、
だ
れ
も
が
人
間
ら
し
く
生
き
働

け
る
「
安
心
・
平
等
・
平
和
な
社
会
」
こ
そ
が

め
ざ
さ
れ
る
べ
き
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。

２
．
全
労
連
の
考
え
る
「
社
会
保
障
と
は
」

社
会
保
障
の
定
義
と
し
て
、
ま
ず
「
国
が
国

民
に
対
し
て
そ
の
生
活
を
保
障
す
る
。
所
得
の

保
障
、
現
物
給
付
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
諸
制
度

で
あ
り
、
憲
法
25
条
の
生
存
権
を
は
じ
め
社
会

権
と
し
て
確
立
し
て
い
る
労
働
者
、
国
民
の
基

本
的
権
利
で
あ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

続
い
て
、
「
資
本
主
義
社
会
は
、
自
立
・
自

助
を
基
本
的
な
生
活
原
理
（
資
本
主
義
社
会
の

初
期
）
と
し
て
い
る
が
資
本
主
義
社
会
の
必
然

的
に
生
じ
る
失
業
や
貧
困
な
ど
に
よ
り
自
立
・

自
助
で
は
対
応
で
き
な
い
こ
と
か
ら
社
会
保
障

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
生
活
基
盤
と
し
て
整
備

さ
れ
て
き
て
い
る
。
財
界
な
ど
が
主
張
す
る

『
自
立
・
自
助
』
論
、
『
自
己
責
任
』
論
は
時

代
に
逆
行
し
て
い
る
。
社
会
保
障
に
対
す
る
責

任
は
国
で
あ
り
、
自
治
体
、
企
業
の
責
任
も
大

き
い
」
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
国
家
責
任
と
企
業
の
社
会
的
責
任
に

つ
い
て
報
告
を
し
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
、
（
１
）

国
家
責
任
で
実
施
す
べ
き
こ
と
は
、
①
所
得
税

の
累
進
課
税
強
化
、
法
人
税
等
の
企
業
課
税
強

化
、
大
企
業
優
遇
税
制
の
是
正
等
、
②
消
費
税

は
逆
進
性
が
強
く
、
社
会
保
障
の
財
源
を
求
め

る
べ
き
で
な
い
。
逆
進
性
が
強
く
大
衆
課
税
で

あ
る
消
費
税
を
財
源
に
す
る
こ
と
は
、
所
得
再

配
分
に
よ
っ
て
平
等
化
を
進
め
る
社
会
保
障
と

矛
盾
・
対
立
す
る
、
③
非
正
規
労
働
者
へ
の
社

会
保
険
適
用
の
拡
大
（
パ
ー
ト
な
ど
へ
の
拡
大
）
、

④
利
用
料
や
応
益
負
担
の
原
則
廃
止
（
財
源
は
、

被
保
険
者
の
保
険
料
、
企
業
負
担
、
国
庫
に
よ

る3

者
か
ら
）
、
⑤
公
共
事
業
費
、
防
衛
費
、

政
党
助
成
金
等
の
歳
出
の
見
直
し
、
な
ど
が
国

家
責
任
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
２
）
企
業
の
社
会
的
責
任
と
し
て
は
、
「
企

業
は
企
業
活
動
を
担
う
労
働
力
、
電
力
・
ガ
ス
・

水
道
、
道
路
、
港
湾
・
空
港
、
情
報
通
信
な
ど

多
く
の
社
会
的
資
源
を
前
提
に
活
動
し
て
い
る

社
会
的
存
在
で
あ
り
、
事
業
活
動
と
利
益
か
ら

税
負
担
を
通
じ
て
社
会
保
障
を
支
え
る
社
会
的

責
任
が
あ
る
」
と
し
、
さ
ら
に
、
「
日
本
の
事

業
主
負
担
は
国
際
的
に
み
て
異
常
に
低
い
。
少

な
く
と
も
先
進
諸
国
並
み
の
負
担
を
す
べ
き
で

あ
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
全
労

連
で
は
、
国
家
責
任
と
企
業
の
社
会
的
責
任
で

社
会
保
障
制
度
の
充
実
を
求
め
て
い
ま
す
。

３
．
全
労
連
の
「
年
金
制
度
」
に
関
す
る
見
解

年
金
制
度
へ
は
、
「
年
金
空
洞
化
、
増
大
す

る
無
年
金
者
や
低
年
金
者
の
問
題
、
女
性
の
年

金
問
題
な
ど
を
解
決
す
る
『
み
ん
な
が
安
心
』

の
公
的
年
金
制
度
を
実
現
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
全
額
国
庫
負
担

（
税
方
式
）
に
よ
る
最
低
保
障
年
金
制
度
の
創

立
こ
そ
が
喫
急
に
必
要
で
あ
る
」
と
こ
の
よ
う

な
見
解
を
示
し
て
い
ま
す
。

い
ま
、
政
府
、
財
界
な
ど
で
言
わ
れ
て
い
る

厚
生
年
金
と
共
済
年
金
（
さ
ら
に
国
民
年
金
と
）

の
一
元
化
よ
り
も
最
低
保
障
年
金
と
所
得
比
例

方
式
の
年
金
の
二
階
建
て
の
年
金
制
度
の
構
築

が
優
先
課
題
で
あ
る
と
し
て
、
「
み
ん
な
が
安

心
」
の
公
的
年
金
制
度
＝
最
低
保
障
年
金
制
度

の
実
現
を
め
ざ
し
た
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
の
は
、
【
一
階

部
分
（
最
低
保
障
年
金
）
】
に
つ
い
て
、
次
の

４
点
に
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
点
は
、
全
額

国
庫
負
担
に
よ
り
、
日
本
に
在
住
す
る
全
て
の

人
に
支
給
す
る
。
２
点
は
、
月
額
７
万
円
を
原

則
と
し
て6

0

歳
か
ら
支
給
す
る
。
３
点
は
、
最

低
保
障
年
金
へ
の
事
業
主
負
担
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
事
業
主
負
担
の
一
定
部
分
を
「
保
険
料
」

か
ら
「
拠
出
金
」
に
改
め
、
事
業
規
模
に
応
じ

て
算
定
し
た
額
を
国
に
納
め
る
（
小
規
模
事
業

所
で
は
免
除
・
軽
減
措
置
を
実
施
）
。
４
点
は
、

最
低
保
障
年
金
創
設
の
財
源
は
、
約
10
兆
４
３

０
０
億
円
が
必
要
。

【
二
階
部
分
（
拠
出
制
年
金
】
に
つ
い
て
、
次

の
６
点
に
集
約
さ
れ
ま
す
。
１
点
は
、
二
階
部

分
に
国
民
年
金
及
び
に
被
用
者
年
金
（
厚
生
年

金
及
び
共
済
年
金
）
を
上
乗
せ
す
る
。
運
営
に

あ
た
っ
て
は
、
民
主
的
な
運
営
委
員
会
を
設
置

す
る
。
２
点
は
、
被
用
者
年
金
は
、
雇
用
の
形

態
・
期
間
を
問
わ
ず
、
全
て
の
使
用
者
を
対
象

と
す
る
。
３
点
は
、
保
険
料
率
は
、
１
３
．
５

８
％
を
上
回
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
４
点
は
、

保
険
料
の
労
使
負
担
割
合
は
事
業
主
７
、
労
働

者
３
（
中
小
零
細
企
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
主

５
、
労
働
者
３
、
国
２
）
と
す
る
。
５
点
は
、

支
給
開
始
年
齢
は
60
歳
か
ら
と
す
る
。
６
点
は
、

国
民
年
金
は
、
被
用
者
年
金
の
被
保
険
者
を
除

く
国
内
に
在
住
す
る
20
歳
以
上6

0

歳
未
満
の
人

を
対
象
と
し
、
保
険
料
は
所
得
に
応
じ
た
保
険

料
制
に
改
め
る
、
な
ど
と
し
て
い
ま
す
。

４
．
「
医
療
制
度
」
に
関
す
る
見
解

次
に
医
療
制
度
に
つ
い
て
み
て
い
き
ま
す
と

次
の
よ
う
に
基
本
的
な
見
解
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
憲
法2

5

条
に
沿
っ
て
、
健
康
に
対
す
る
国
の

責
任
を
明
確
に
し
、
患
者
・
国
民
本
位
の
医
療

確
立
へ
医
療
政
策
の
転
換
を
図
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
国
が
政
策
課
題
と
し

て
の
『
健
康
』
と
『
医
療
』
へ
の
位
置
づ
け
を

強
め
、
国
民
の
総
意
に
よ
っ
て
必
要
な
財
源
を

確
保
す
る
と
と
も
に
『
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

だ
れ
も
が
』
良
い
医
療
を
安
心
し
て
受
け
ら
れ

る
国
づ
く
り
を
め
ざ
す
こ
と
で
も
あ
る
」
、

「
『
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
』
と
、
こ
の
間
追

及
さ
れ
て
き
た
『
効
率
』
は
往
々
に
し
て
相
反

す
る
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
経
済
効
率
を
優
先

し
て
き
た
政
府
の
医
療
政
策
の
展
開
が
現
在
の

医
療
の
荒
廃
を
招
い
て
い
る
」
と
し
、
医
療
費

抑
制
の
も
と
で
医
師
、
看
護
師
な
ど
の
人
員
体

制
不
足
か
ら
生
じ
る
地
域
医
療
の
衰
退
が
あ
り
、

全
労
連
で
は
抜
本
的
な
要
求
を
提
起
し
て
い
ま

す
。「

医
療
制
度
改
革
」
に
対
す
る
全
労
連
の
要

求

①
高
齢
者
の
自
己
負
担
や
保
険
料
に
よ
る

高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
で
な
く
、
国
が
主
体

と
な
り
、
国
民
健
康
保
険
等
に
対
す
る
国
庫
負

担
の
増
額
に
よ
る
医
療
保
険
制
度
の
充
実
を
図

る
こ
と
。

②
経
済
指
数
に
あ
わ
せ
た
医
療
費
の
伸
び
率

管
理
性
や
国
の
予
算
削
減
な
ど
で
は
な
く
、
国

民
に
必
要
な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
を
医
療
政

策
の
基
本
と
す
る
こ
と
。

③
患
者
食
や
療
養
の
た
め
の
病
室
な
ど
、
患
者

に
と
っ
て
必
要
な
も
の
が
公
的
保
険
で
す
べ
て

給
付
さ
れ
る
こ
と
。

④
診
療
報
酬
の
包
括
化
や
混
合
診
療
で
は
な

く
、
患
者
の
い
の
ち
と
安
全
確
保
に
必
要
な
医

療
と
、
そ
れ
を
提
供
す
る
医
師
、
看
護
師
な
ど

の
人
員
体
制
が
保
障
さ
れ
る
診
療
報
酬
体
系
を

確
立
す
る
こ
と
。

⑤
株
式
会
社
の
医
療
経
営
参
入
や
経
済
効
率

優
先
の
医
療
提
供
体
制
再
編
で
は
な
く
、
地
域

の
医
療
・
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
と
と
も

に
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
も
が
、

『
安
全
・
安
心
』
の
医
療
と
看
護
が
受
け
ら
れ

る
医
療
提
供
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
る
と

述
べ
て
発
表
を
終
了
し
ま
し
た
。

（
文
責

片
桐
）

◆
２
月
15
日(

金)

18
：
30
～

第
40
回
定
例
研
究
会

生
活
保
護
と
年
金
‐
現
場
か
ら
の
報
告

会
場
：
静
岡
労
政
会
館
５
Ｆ

◆
３
月
21
日(

金)

18
：
30
～

第
40
回
定
例
研
究
会

会
場
：
静
岡
県
評
会
議
室

◆
４
月
５
日
（
土
）
13
：
00
～

学
習
講
演
会
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
格
差
と

貧
困
の
た
た
か
い
」

講
師
：
仲
野
組
子
氏

（
同
志
社
大
非
常
勤
講
師
）

会
場
：
県
産
業
経
済
会
館
３
Ｆ

第
１
会
議
室

今
後
の
日
程

労
働
団
体
の
社
会
保
障
プ
ラ
ン
‐
Ⅱ

報
告
者
：
中
澤
秀
一
主
任
研
究
員

07年1月19日

(金）


